
日
本
文
明
の
先
駆
者

本
誌
編
集
長

た
の
で
あ
る
。
ま
た

中
に
は
一
連
の
関
係

者
が
同
志
と
共
に
入

り
、
翼
賛
会
の
各
局

部
を
固
め
て
い
る
こ

と
は
、
一
種
の
不
安

を
も
た
ざ
る
を
得
な

い
」

　

こ
の
発
言
に
は
、
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大
政
翼
賛
会
を
め
ぐ
る
、
財
界
・
資
本
主
義
擁
護
派
、
国
体
明
徴
派
、

統
制
経
済
派
（
あ
く
ま
で
便
宜
的
な
呼
び
方
）
の
複
雑
な
駆
け
引
き
の

一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
主
義
経
済
学
者
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
た
難な

に
波わ

田だ

春は
る

夫お

は
、
こ
の
時
代
に
い
か
な
る
主
張
を
展
開
し
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

難
波
田
春
夫
は
、
明
治
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
兵
庫
県
に
生
ま

れ
た
。
大
阪
高
校
に
入
学
し
た
大
正
十
四
年
頃
か
ら
、
西
田
哲
学
に
関

心
を
強
め
て
い
た
と
い
う
。
昭
和
三
年
に
大
阪
高
校
を
卒
業
、
東
京
帝

国
大
学
経
済
学
部
に
入
学
す
る
。
初
め
て
手
に
し
た
経
済
学
の
本
が
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
経
済
学
者
グ
ス
タ
フ・カ
ッ
セ
ル
の
『
理
論
経
済
学
』

で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
衆
議
院
議
員
の
小
寺
謙
吉
の
寄
附
を

フ
ァ
ン
ド
と
し
た
懸
賞
論
文
の
論
題
が
「
グ
ス
タ
フ
・
カ
ッ
セ
ル
の
理

論
体
系
に
つ
い
て
」
と
発
表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
難
波
田
は
ど
う
せ
読

む
の
な
ら
ば
、
論
文
を
書
き
、
懸
賞
論
文
に
応
募
し
よ
う
と
思
い
立
っ

た
。
彼
は
カ
ッ
セ
ル
に
関
わ
る
多
数
の
学
術
論
文
を
読
破
し
、
経
済
現

象
の
全
体
を
貫
く
も
の
が
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
論
理
で
あ
る
と
い
う
近

代
経
済
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
難
波

田
は
三
百
枚
ほ
ど
の
論
文
を
書
き
上
げ
、
見
事
に
入
選
し
た
。

　

二
年
生
に
な
っ
て
早
々
の
昭
和
四
年
春
、
友
人
に
連
れ
ら
れ
て
経
済

原
論
担
当
の
教
授
の
と
こ
ろ
に
遊
び
に
行
く
と
、教
授
は「
大
学
に
残
っ
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難
波
田
春
夫

て
教
授
へ
の
道
を
歩
ん
で
は
ど
う
か
」
と
難
波
田
を
勧
誘
し
た
。
こ
う

し
て
、
経
済
学
者
と
し
て
の
難
波
田
の
人
生
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

彼
は
、
昭
和
六
年
三
月
に
東
京
帝
大
を
卒
業
、
翌
昭
和
七
年
に
兵
役

に
つ
い
た
。
だ
が
、
一
カ
月
足
ら
ず
で
病
気
に
な
り
、
淡
路
島
の
病
院

で
療
養
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
、
彼
は
理
論
経
済
学
、
特
に
景

気
変
動
の
理
論
を
研
究
し
て
い
た
が
、療
養
中
の
瞑
想
を
契
機
と
し
て
、

資
本
主
義
経
済
が
ど
の
よ
う
に
動
く
か
よ
り
も
、
い
か
に
導
か
れ
る
べ

き
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
と
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

　

同
年
六
月
に
除
隊
と
な
り
、
八
月
に
助
手
と
し
て
大
学
に
戻
る
と
、

難
波
田
は
「
国
家
と
経
済
」
の
研
究
に
没
頭
し
た
。
国
立
大
学
文
科
系

が
西
洋
思
想
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
思
想
に
傾
き
、
我
が
国
独
自
の
思

想
を
阻
害
す
る
傾
向
が
強
ま
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
文
部
省
が
国
民
精
神

文
化
研
究
所
を
設
立
し
た
の
は
、ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、

難
波
田
の
研
究
志
向
は
、
こ
う
し
た
国
家
レ
ベ
ル
で
の
思
想
立
て
直
し

の
動
き
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
彼
が
「
国
家
と
経
済
」
と
い
う
研
究
テ
ー
マ
を
定
め
る
上

で
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
が
い
た
。
ド
イ
ツ
の
カ
ト
リ
ッ
ク

神
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
で
あ
る
。
卒
業
す
る
頃
、
難
波
田
は

ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
・
社
会
学
者
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
著
作

を
読
ん
だ
の
が
き
っ
か
け
で
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、「
人
間
と
は
何
か
、
宇
宙
全
体
の
中
で
ど
の

よ
う
な
地
位
を
占
め
る
の
か
」
を
自
ら
の
哲
学
の
テ
ー
マ
と
定
め
、「
哲

学
的
人
間
学
」
の
概
念
を
提
唱
し
た
。

　

経
済
学
者
と
し
て
歩
み
始
め
た
難
波
田
は
、
唯
物
論
と
観
念
論
の
統

一
と
い
う
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
試
み
に
着
想
を
得
て
、
経
済
理
論
と
経
済
政

策
の
関
係
づ
け
に
つ
い
て
独
自
の
考
え
方
に
到
達
し
た
。
彼
は
、
経
済

理
論
は
経
済
と
い
う
物
資
的
な
も
の
の
世
界
を
支
配
す
る
必
然
性
を
明

ら
か
に
す
る
が
、
経
済
政
策
は
そ
こ
へ
観
念
的
、
理
念
的
な
も
の
を
持

ち
込
む
こ
と
だ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

彼
は
必
然
の
論
理
を
持
つ
「
経
済
」
に
対
し
て
、「
国
家
」
が
働
き
か

け
、
そ
の
在
り
方
を
変
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
（
難
波
田

春
夫
『
風
流
鈔
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
八
年
、
百
八
十
一

頁
）。
こ
れ
が
、昭
和
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た『
国
家
と
経
済　

第
一
巻
』

に
お
い
て
提
示
さ
れ
た「
変
容
さ
れ
う
る
必
然
」と
い
う
概
念
で
あ
る
。

　

シ
ェ
ー
ラ
ー
の
「
哲
学
的
人
間
学
」
は
、
我
が
国
の
近
代
の
超
克
論

に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
難
波
田
が
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
思
想
に
着
想

を
得
て
、
独
自
の
経
済
学
を
展
開
し
つ
つ
あ
っ
た
頃
、
京
都
学
派
の
高

山
岩
男
は
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
を
推
進
す
る
傍
ら
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
思
想
的

影
響
を
受
け
て
、
哲
学
的
人
間
学
の
研
究
を
推
進
し
て
い
た
。
高
山
の

『
哲
学
的
人
間
学
』
に
は
、「
神
話
」
に
一
節
が
割
か
れ
て
い
る
。
三
木

清
も
ま
た
、『
構
想
力
の
論
理
』
の
一
章
を
「
神
話
」
か
ら
書
き
始
め
た
。

　

神
話
の
知
は
、
近
代
科
学
が
排
除
し
た
知
で
あ
る
。
中
村
雄
二
郎
氏

は
「
神
話
の
知
の
基
礎
に
あ
る
の
は
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く
物
事
と
そ

れ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
世
界
と
を
宇
宙
論
的
に
濃
密
な
意
味
を
も
っ

た
も
の
と
し
て
と
ら
え
た
い
と
い
う
根
源
的
な
欲
求
で
」あ
る
と
言
う
。

　

ま
さ
に
、
高
山
、
三
木
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
難
波
田

マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
と
神
話
の
知

　
『
翼
賛
国
民
運
動
史
』（
昭
和
二
十
九
年
）
に
は
、
小
泉
純
一
郎
元
首

相
の
父
小
泉
純
也
が
、
昭
和
十
六
年
一
月
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
次

の
よ
う
に
語
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
「
革
新
政
策
の
名
の
下
に
赤
化
思
想
を
日
本
に
植
付
け
ん
と
す
る
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
の
陰
謀
を
十
分
警
戒
す
る
必
要
が
あ
る
。
…
…
後
藤
（
隆

之
助
）
局
長
が
多
年
主
宰
し
て
い
る
昭
和
研
究
会
は
、
共
産
主
義
的
思

想
と
の
世
人
の
非
難
の
故
に
、
つ
い
に
解
散
の
や
む
な
き
に
い
た
つ


